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 本論文の構成は次の通りである。序章、第一章 台湾防衛体制と学生動員、第二章 
特設警備部隊と『留守名簿』、第三章 嘉義地区の防衛体制と中等学校、終章、参考
文献。 
 序章は、本研究の目的である「日本統治末期 1945 年 3 月以降に台湾で実施された
学生動員、学徒による特設警備部隊の編成に関して台湾中南部の地方都市である嘉義
地区を例とし、その実態を明らかにする」ことを述べた上で、従来の軍事史の観点か



















していた数よりはるかに多く）、110 部隊に上っていたこと、その大部分は 1945 年 3
月以降に編成されたことを明らかにした。 
 第三章は、嘉義地区の防衛体制と地区の中等学校と防衛体制との関係についての議
論である。従来、嘉義地区は注目されていなかったが、本論文は、1945 年 5 月まで
嘉義地区に司令部を置いていた第 40 軍に注目することにより、嘉義が西部台湾、南
部台湾の防衛と作成の中心であったことを明らかにした。その嘉義地区において編成
された特設警備部隊である第 511 大隊の『留守名簿』を分析することにより、第 511
大隊が、嘉義中学校と嘉義農林学校という 2 つの中等学校の 4 年生以上を中心として
























 二点目として、今まで誰も注目していなかった日本陸軍第 40 軍を分析することに
より、台湾の防衛体制研究に新たな視点を加えたことがある。日本統治末期の台湾防
衛体制については今までも研究はあったが、そこで研究対象とされたのは、日本の敗
戦時である 8 月 15 日に存在していた部隊のみであった。1945 年 1 月に台湾・嘉義
に設置されたものの、5 月には鹿児島へと転出してしまっていた第 40 軍司令部につ





10 方面軍隷下にあり、指揮する兵員数は（第 32 軍より）第 40 軍司令部の方が多か




































れていたのでそれぞれ報告する。表紙 2.7%、序章 5.3％、第一章 8.6％、第二章 3.2％、





 最終試験は平成 31 年 2 月 1 日 10 時 30 分から、1 時間 40 分にわたり 1 号館 1 階
会議室で行われた。参加者は、学位申請者、審査委員 3 名、その他（院生等）5 名の
合計 9 名であった。 
 最初に学位申請者から論文概要について説明があり、続いて副査 2 名からコメント
（上記「学位論文審査の要旨」参照）および質問があった。質問内容は、日本と朝鮮
では中等学校は勤労動員に留まったのに対し台湾では軍事動員が行われた理由と台
湾での勤労動員の有無、学校軍隊化の意味、特設警備部隊参加者の軍籍の状態、台湾
以外での『留守名簿』の扱いとその研究状況、今後の聞き取り調査の可能性、そして
アメリカ軍はなぜ台湾に上陸しなかったか等であった。 
 学位申請者からは、これらのコメントや質問に対し何れも誠実に答えていた。質問
については以下の通りである。台湾で軍事動員が行われたのは戦況の問題であり、ま
た勤労動員は多々行われていた。学校軍隊化は学校史の先行研究の用語であり、本論
が示した通り実際には学校がそのまま軍隊へと移行したわけではない。特設警備部隊
参加者は第二国民兵役二等兵という軍籍を持っていたが、『留守名簿』公開前は軍籍
を証明できなかった。日本においては行政や戦友会により積極的な資料収集が行われ
ていたので『留守名簿』が無くても当時の状況は把握できる（『留守名簿』はそれほ
ど重要ではない）が、台湾など旧外地はそのような活動が無く資料が不足しているの
で、『留守名簿』は重要であり、今回の公開によって今後研究が進むであろう。今後
の聞き取り調査は存命者は少なく困難だが、記録を残している故人は多いので、それ
ら記録を収集整理することによってある程度代替できる。アメリカ軍については、ア
メリカ側の資料を見る必要がある。 
 学位申請者の学力は、これら質疑からも十分にあると判断できた。 
 
 『留守名簿』での氏名等の伏字（学位申請者が網掛けにした画像を使用）について、
副査から重要な歴史資料は伏せずに公開し、可能であれば翻刻も行うべきであると意
見があった。学位申請者からは、『留守名簿』は個人情報の塊ではあるが、（1）国立
公文書館での閲覧時に審査され、今日でも隠すべきもの（内縁関係など）は隠された
うえで閲覧に供されている、（２）去年になり西山勝夫が人体実験で有名な関東軍防
疫給水部（七三一部隊）の『留守名簿』をそのまま復刻刊行にこぎつけた、として『留
守名簿』を歴史資料として公開できる状況にあるので、副査の意見に従いたいとの回
答があった。 
 
６ 学位授与についての意見 
 審査委員の一致した意見として、学位授与を可とする。 
 ただし学位論文公開にあたっては、誤字脱字を修正してから公開すること。 
